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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内蔵ファイバを保持するフェルール本体を有するフェルール部材と、前記フェルール部
材を収容する第１ハウジングと、前記内蔵ファイバと接続される光ファイバが導入される
第２ハウジングとを備えた光コネクタの組立方法において、
　前記フェルール本体に保護キャップを装着する工程と、
　前記第２ハウジング内に導入された前記光ファイバと前記内蔵ファイバとを融着接続す
る工程と、
　前記フェルール本体に前記保護キャップを装着したまま前記第１ハウジングに前記保護
キャップを挿通させて、前記第１ハウジングと前記第２ハウジングとを組み付ける工程と
を含むことを特徴とする光コネクタの組立方法。
【請求項２】
　前記保護キャップとして、先端に柄部が設けられたものを用い、
　前記第１ハウジングと前記第２ハウジングとを組み付ける工程を実施した後、前記柄部
を切断する工程を更に含むことを特徴とする請求項１記載の光コネクタの組立方法。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内蔵ファイバを保持するフェルール部材を備えた光コネクタの組立方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来における光コネクタの組立方法としては、例えば特許文献１に記載されているもの
が知られている。特許文献１に記載の光コネクタの組立方法は、光コードをリアハウジン
グ及び保護スリーブに通した状態で、光コードの先端部分の外被を除去して露出された光
ファイバ心線とコネクタフェルールに保持された短尺光ファイバとを融着接続し、その融
着接続部を保護スリーブで覆った後、プラグフレームとリアハウジングとを結合して一体
化させるというものである。
【０００３】
　また、特許文献２には、フェルール把持具（保護キャップ）の把持部をフェルールの筒
状部に嵌め込んだ状態で、フェルールに保持された内蔵光ファイバと接続光ファイバ心線
とを融着接続することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１９７６２２号公報
【特許文献２】特開２００７－２８６５９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来では、上記特許文献２に記載されているように保護キャップをフェルー
ルに装着した状態で融着接続を行った場合には、その後でプラグフレームをリアハウジン
グに結合する際に、保護キャップをフェルールから外すようにしていた。しかし、保護キ
ャップをむやみにフェルールから外そうとすると、光ファイバ心線に引っ張りや捻れが加
わり、光ファイバ心線が断線する虞がある。このため、保護キャップをフェルールから外
すことは難しく、作業性の悪化を引き起こしていた。
【０００６】
　本発明の目的は、作業性の悪化を防止することができる光コネクタの組立方法を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、内蔵ファイバを保持するフェルール本体を有するフェルール部材と、フェル
ール部材を収容する第１ハウジングと、内蔵ファイバと接続される光ファイバが導入され
る第２ハウジングとを備えた光コネクタの組立方法において、フェルール本体に保護キャ
ップを装着する工程と、第２ハウジング内に導入された光ファイバと内蔵ファイバとを融
着接続する工程と、フェルール本体に保護キャップを装着したまま第１ハウジングに保護
キャップを挿通させて、第１ハウジングと第２ハウジングとを組み付ける工程とを含むこ
とを特徴とするものである。
【０００８】
　このように本発明に係わる光コネクタの組立方法においては、フェルール部材のフェル
ール本体に保護キャップを装着した状態で、第２ハウジング内に導入された光ファイバと
フェルール本体に保持された内蔵ファイバとを融着接続する。その後、保護キャップをフ
ェルール本体から外さずにフェルール本体に装着したまま、第１ハウジングと第２ハウジ
ングとを組み付けて、光コネクタを組み立てる。これにより、光ファイバに引っ張りや捩
れが加わらないようにフェルール本体から保護キャップを外すのに手間取ることが無いた
め、作業性の悪化を防ぐことができる。
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【０００９】
　好ましくは、保護キャップとして、先端に柄部が設けられたものを用い、第１ハウジン
グと第２ハウジングとを組み付ける工程を実施した後、柄部を切断する工程を更に含む。
【００１０】
　先端に柄部が設けられた保護キャップを用いることにより、光ファイバと内蔵ファイバ
とを融着接続する際に、フェルール本体が装着された状態の保護キャップを持ち運びやす
くなったり取り扱いやすくなる。また、第１ハウジングと第２ハウジングとを組み付けた
後は、保護キャップの柄部は不要となるため、その柄部を切断することが好適である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、フェルール部材のフェルール本体から保護キャップを外さずに、光コ
ネクタの組み立てを行うので、作業性の悪化を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた光コネ
クタを示す斜視図である。
【図２】図１（ａ）に示した光コネクタの分解斜視図である。
【図３】図１（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
【図４】図２に示したバネ付きリアハウジング、外被押さえ部材及び固定部材の分解斜視
図である。
【図５】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図６】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図７】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図８】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図９】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図１０】図１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図１１】本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた他の
光コネクタを示す斜視図である。
【図１２】図１１（ａ）に示した光コネクタの分解斜視図である。
【図１３】図１１（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
【図１４】図１１（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図１５】本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた更に
他の光コネクタを示す斜視図である。
【図１６】図１５（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
【図１７】図１６に示したバネ付きリアハウジングの斜視図である。
【図１８】図１５（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図１９】図１５（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【図２０】本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた更に
他の光コネクタを示す斜視図である。
【図２１】図２０（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
【図２２】図２０（ａ）に示した光コネクタの組み立て手順を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係わる光コネクタの組立方法の好適な実施形態について、図面を参照し
て詳細に説明する。なお、図面において、同一または同等の部材には同じ符号を付し、重
複する説明を省略する。
【００１４】
　図１は、本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた光コ
ネクタを示す斜視図である。図２は、図１（ａ）に示した光コネクタの分解斜視図であり
、図３は、図１（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
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【００１５】
　各図において、本実施形態の光コネクタ１は、光コード２が組み付けられたコード型Ｌ
Ｃコネクタである。光コード２は、光ファイバ心線３と、この光ファイバ心線３を被覆す
る外被４と、光ファイバ心線３と外被４との間に介在された極細径の抗張力繊維（ケブラ
ー）５とを有している。抗張力繊維５は、束状に集合された状態で光コード２に内蔵され
ている（図５参照）。
【００１６】
　光コネクタ１は、フェルール部材６と、このフェルール部材６を収容するプラグハウジ
ング７と、このプラグハウジング７の後端部に連結されるリアハウジング８と、このリア
ハウジング８に装着される外被押さえ部材９及び固定部材１０と、固定部材１０に取り付
けられるブーツ１１とを備えている。
【００１７】
　フェルール部材６は、短尺状の内蔵ファイバ１２を保持するフェルール本体１３と、こ
のフェルール本体１３に固定されたフランジ部１４とを有している。
【００１８】
　内蔵ファイバ１２は、フェルール部材６から後方に所定長だけ延び出ている。内蔵ファ
イバ１２の先端には、光コード２の先端部分の外被４を除去して露出された光ファイバ心
線３の先端が融着接続されている。内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３との融着接続部
Ｓは、融着保護スリーブ１５により保護されている。
【００１９】
　光コネクタ１の未使用時（相手側光コネクタとコネクタ接続しない時）には、フェルー
ル本体１３を塵や埃等から保護するためのダストキャップ（保護キャップ）１６がフェル
ール本体１３に被せられる（図１（ａ）参照）。ダストキャップ１６は、略円筒状を有し
ている。また、ダストキャップ１６は、例えば２００℃の高温で溶融、軟化しない耐熱性
プラスチックで形成されている。ダストキャップ１６の前側部分の外周面には、滑り止め
用凹凸部１６ｂが設けられている。
【００２０】
　プラグハウジング７には、前後方向に延びる挿通孔１７が形成されている。挿通孔１７
は、ダストキャップ１６が通ることができるようにダストキャップ１６の外径よりも大き
な寸法を有している。具体的には、プラグハウジング７の前端部分では、挿通孔１７の形
状は断面円形状であり、挿通孔１７の径はダストキャップ１６の外径よりも僅かに大きく
なっている。
【００２１】
　プラグハウジング７の後端部には、リアハウジング８が係止手段を介して連結されてい
る。リアハウジング８には、ブーツ１１を介して光コード２が導入される。リアハウジン
グ８には、前後方向に延びる挿通孔８ａが形成されている。プラグハウジング７及びリア
ハウジング８の内部には、上記の融着保護スリーブ１５が収容されている。
【００２２】
　リアハウジング８の前端部には、図４に示すように、フェルール部材６を前側に付勢す
るバネ１８を支持する４つの支持突部１９が設けられている。バネ１８は、プラグハウジ
ング７の挿通孔１７に配置されている。このようなバネ１８を設けることにより、相手側
の光コネクタとＰＣ（Physical Contact）接続を行うことが可能となる。
【００２３】
　各支持突部１９は、リアハウジング８の前方に突出すると共に、円周方向に間欠的に等
間隔で設けられている。このとき、例えば４つの支持突部１９のうち対向する２つの支持
突部１９の内壁面にバネ１８が接触することで、バネ１８がリアハウジング８の前端部に
簡単に且つ確実に支持されることとなる。なお、支持突部１９の数としては、バネ１８を
複数箇所で支持するものであれば、特に４つには限られない。
【００２４】
　リアハウジング８は、大筒状部２０と、この大筒状部２０の後側に設けられた小筒状部
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２１とを有している。小筒状部２１の径は、大筒状部２０の径よりも小さくなっている。
大筒状部２０の外周面には、雄ネジ２２が形成されている。
【００２５】
　小筒状部２１の外周面には、上記の外被押さえ部材９をガイドするための１対のガイド
レール２３が前後方向に延在するように形成されている。また、小筒状部２１の外周面に
は、光コード２の外被４を固定するための１対の刃部２４が形成されている。
【００２６】
　このようなリアハウジング８には、上記の外被押さえ部材９及び固定部材１０が装着さ
れている。外被押さえ部材９は、小筒状部２１に嵌め込まれる環状部２５と、この環状部
２５と一体化され、環状部２５の軸方向に延びる１対の押さえアーム２６とを有している
。環状部２５の内周面には、小筒状部２１の各ガイドレール２３と係合する１対の突起２
７が形成されている。
【００２７】
　固定部材１０は、略筒状をなしている。固定部材１０は、光コード２の抗張力繊維５（
図５参照）をリアハウジング８の大筒状部２０に固定する抗張力繊維固定部２８と、この
抗張力繊維固定部２８の後側に設けられ、光コード２の外被４を各押さえアーム２６を介
してリアハウジング８の小筒状部２１に固定する外被固定部２９とを有している。
【００２８】
　抗張力繊維固定部２８の内周面には、大筒状部２０の雄ネジ２２と螺合する雌ネジ３０
が形成されている。このとき、大筒状部２０と抗張力繊維固定部２８とで抗張力繊維５を
挟み込むことが出来るように、雄ネジ２２と雌ネジ３０との間には所定のクリアランスが
設けられている。
【００２９】
　外被固定部２９は、固定部材１０の後側に対して先細りとなるようなテーパ領域２９ａ
を有している。従って、固定部材１０の後端の開口径は、固定部材１０の前端の開口径よ
りも小さくなっている。具体的には、固定部材１０の後端の開口径は、外被押さえ部材９
の外径よりも小さくなっている。
【００３０】
　図１～図３に戻り、外被固定部２９には、上記のブーツ１１が装着される。ブーツ１１
は、リアハウジング８の後方において光コード２に急激な曲げが作用しないように光コー
ド２を保護するものである。ブーツ１１には、予め補強チューブ３１が取り付けられてい
る。
【００３１】
　次に、以上のように構成した光コネクタ１を組み立てる手順について説明する。まず図
５（ａ）に示すように、前からバネ１８が取り付けられたリアハウジング８、外被押さえ
部材９、固定部材１０、補強チューブ３１が取り付けられたブーツ１１を順に並べ、これ
らの部品に後側（補強チューブ３１側）から光コード２を通す。
【００３２】
　続いて、図５（ｂ）に示すように、光コード２の先端部分の外被４を除去して、光ファ
イバ心線３及び抗張力繊維５を露出させる。そして、余分な抗張力繊維５をカットする。
続いて、図５（ｃ）に示すように、外被４の先端部分を引き裂いて二股状態とする。そし
て、図５（ｄ）に示すように、二股状態の外被４と抗張力繊維５とを折り返す。
【００３３】
　続いて、図６（ａ）に示すように、融着保護スリーブ１５に光ファイバ心線３を通す。
そして、図６（ｂ）に示すように、光ファイバ心線３の先端部分の心線被覆を除去して、
裸ファイバ３ａを露出させて清掃する。続いて、図６（ｃ）に示すように、光コード２の
先端部分を融着用ファイバホルダ３２にセットする。そして、図６（ｄ）に示すように、
裸ファイバ３ａの先端部をカットする。その後、融着用ファイバホルダ３２を融着機（図
示せず）にセットする。
【００３４】
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　また、図７（ａ）に示すように、柄付きダストキャップ１６Ａを用意する。柄付きダス
トキャップ１６Ａは、上記のダストキャップ１６の先端に棒状の柄部１６ａが一体的に付
いたものである。柄部１６ａの先端部には、球状の端末部１６ｃが設けられている。この
ような端末部１６ｃを設けることにより、柄部１６ａの先端部を触診で認識することが可
能となる。なお、端末部１６ｃの形状としては、短冊状やクランク状などであっても良い
。
【００３５】
　続いて、図７（ｂ）に示すように、内蔵ファイバ１２を保持したフェルール部材６のフ
ェルール本体１３に柄付きダストキャップ１６Ａを装着する。そして、図７（ｃ）に示す
ように、柄付きダストキャップ１６Ａが取り付けられたフェルール部材６をフェルールホ
ルダ３３にセットする。このとき、柄付きダストキャップ１６Ａの柄部１６ａを一方の手
で持つことで、持ち運びやフェルールホルダ３３へのセットが行いやすくなる。そして、
フェルールホルダ３３を融着機（図示せず）にセットする。
【００３６】
　その後、融着機によって内蔵ファイバ１２の先端と光ファイバ心線３の裸ファイバ３ａ
の先端とを融着接続する。
【００３７】
　次いで、図８（ａ）に示すように、融着用ファイバホルダ３２及びフェルールホルダ３
３にセットされたものを融着機から取り出す。このとき、柄付きダストキャップ１６Ａの
柄部１６ａを一方の手で持つことで、融着機からの取り出しが行いやすくなる。
【００３８】
　続いて、図８（ｂ）に示すように、内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３との融着接続
部Ｓの位置まで融着保護スリーブ１５を移動させ、その状態で融着保護スリーブ１５を２
００℃程度の温度で加熱収縮する。これにより、融着保護スリーブ１５が融着接続部Ｓの
位置からずれることが無い。そして、図８（ｃ）に示すように、折り返し状態の外被４及
び抗張力繊維５を元の状態に戻す。
【００３９】
　続いて、図９（ａ）に示すように、プラグハウジング７を用意する。そして、図９（ｂ
）に示すように、プラグハウジング７に柄付きダストキャップ１６Ａを通して、プラグハ
ウジング７をリアハウジング８に組み付ける。そして、図９（ｃ）に示すように、二股状
態の外被４をリアハウジング８の小筒状部２１の刃部２４上に載せた状態で、小筒状部２
１に外被押さえ部材９を嵌め込む。すると、刃部２４が外被４に食い込んでいく。
【００４０】
　続いて、抗張力繊維５をリアハウジング８の大筒状部２０上に載せた状態で、図１０（
ａ）に示すように、固定部材１０を大筒状部２０にねじ込む。これにより、抗張力繊維５
が大筒状部２０と抗張力繊維固定部２８とに挟み込まれて固定されることとなる。
【００４１】
　また、リアハウジング８の小筒状部２１が固定部材１０の外被固定部２９に覆われるよ
うになる。このとき、外被固定部２９が固定部材１０の後側に対して先細りとなるような
テーパ領域２９ａを有しているため、外被押さえ部材９の各押さえアーム２６が外被固定
部２９に押されて小筒状部２１側に曲がるようになる。これにより、二股状態の外被４が
各押さえアーム２６を介して外被固定部２９と小筒状部２１とに挟み込まれて強く固定さ
れることとなる。
【００４２】
　続いて、図１０（ｂ）に示すように、補強チューブ３１が付いたブーツ１１を固定部材
１０の外被固定部２９に装着する。そして、図１０（ｃ）に示すように、柄付きダストキ
ャップ１６Ａの柄部１６ａを指で切る。以上により、図１（ａ）に示すような光コネクタ
１が完成する。
【００４３】
　ところで、内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３との融着接続部Ｓを融着保護スリーブ
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１５により補強した後、プラグハウジング７をリアハウジング８に組み付ける際に、フェ
ルール部材６から柄付きダストキャップ１６Ａを外す場合には、以下の不具合が発生する
。
【００４４】
　即ち、融着接続部Ｓを融着保護スリーブ１５により補強する際には、フェルール部材６
及び柄付きダストキャップ１６Ａも２００℃程度の高温に晒されることになる。このとき
、上述したように柄付きダストキャップ１６Ａは耐熱樹脂で形成されているので、樹脂の
軟化や熱膨張により柄付きダストキャップ１６Ａがフェルール本体１３から滑り抜ける懸
念がある。これを防ぐために、通常はフェルール本体１３に対する柄付きダストキャップ
１６Ａの固定力を強めにしている。
【００４５】
　しかし、この場合には、フェルール部材６から柄付きダストキャップ１６Ａを外すのが
困難となる。具体的には、融着保護スリーブ１５を一方の手で持ち、もう一方の手で柄付
きダストキャップ１６Ａを強く引っ張ったり捻ったりすると、融着保護スリーブ１５の内
部で光ファイバ心線３が断線することがある。このため、光ファイバ心線３に引っ張りや
捻れが加わらないように、柄付きダストキャップ１６Ａを持つ手とは逆の手でフェルール
部材６のフランジ部１４を持つ必要がある。しかし、フランジ部１４は非常に小さいため
、作業が行いにくい。
【００４６】
　これに対し本実施形態では、プラグハウジング７の挿通孔１７の寸法を柄付きダストキ
ャップ１６Ａが通ることが出来るような寸法とし、フェルール部材６のフェルール本体１
３に柄付きダストキャップ１６Ａを装着したままの状態で、プラグハウジング７をリアハ
ウジング８に組み付けるようにしたので、光コネクタ１の組み立て作業中に、フェルール
本体１３から柄付きダストキャップ１６Ａを外さなくて済む。
【００４７】
　従って、融着接続部Ｓの補強時にフェルール本体１３から柄付きダストキャップ１６Ａ
が滑り抜けることを防止するために、フェルール本体１３に対する柄付きダストキャップ
１６Ａの固定力を強めにしても、作業性には全く影響が無い。また、柄付きダストキャッ
プ１６Ａをフェルール部材６から外さないので、光ファイバ心線３に引っ張りや捻れが加
わることによる光ファイバ心線３の断線を防止することができる。
【００４８】
　図１１は、本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた他
の光コネクタを示す斜視図である。図１２は、図１１（ａ）に示した光コネクタの分解斜
視図であり、図１３は、図１１（ａ）に示した光コネクタの断面図である。
【００４９】
　各図において、光コネクタ４０は、光コード２が組み付けられたコード型ＳＣコネクタ
である。光コネクタ４０は、上記実施形態におけるプラグハウジング７及びリアハウジン
グ８に代えて、プラグハウジング４１及びリアハウジング４２を備えている。プラグハウ
ジング４１の内部構造は、上記のプラグハウジング７とほぼ同様である。リアハウジング
４２は、上記のリアハウジング８と同様に、バネ１８を支持する４つの支持突部１９と、
大筒状部２０と、小筒状部２１とを有している。また、光コネクタ４０は、プラグハウジ
ング４１及びリアハウジング４２を覆うツマミ４３を更に備えている。
【００５０】
　このような光コネクタ４０を組み立てるときは、図１４（ａ）に示すように、フェルー
ル部材６のフェルール本体１３に柄付きダストキャップ１６Ａを装着すると共に、前から
バネ１８が取り付けられたリアハウジング４２、外被押さえ部材９、固定部材１０、補強
チューブ３１が取り付けられたブーツ１１を順に並べた状態で、これらの部品に後側から
光コード２を通す。そして、上記実施形態と同様にして、融着保護スリーブ１５に光ファ
イバ心線３を通した状態で、フェルール部材６に保持された内蔵ファイバ１２と光コード
２の光ファイバ心線３とを融着接続する。その後、内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３
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との融着接続部Ｓの位置まで融着保護スリーブ１５を移動させ、その状態で融着保護スリ
ーブ１５を加熱収縮する。
【００５１】
　続いて、図１４（ｂ）に示すように、プラグハウジング４１に柄付きダストキャップ１
６Ａを通して、プラグハウジング４１をリアハウジング４２に組み付ける。
【００５２】
　その後、上記実施形態と同様にして、図１４（ｃ）に示すように、外被押さえ部材９及
び固定部材１０により光コード２の外被４及び抗張力繊維５（不図示）をリアハウジング
４２に固定し、固定部材１０にブーツ１１を装着する。続いて、図１４（ｄ）に示すよう
に、プラグハウジング４１及びリアハウジング４２にツマミ４３を組み付けた後、柄付き
ダストキャップ１６Ａの柄部１６ａを指で切る。以上により、図１１（ａ）に示すような
光コネクタ４０が完成する。
【００５３】
　図１５は、本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた更
に他の光コネクタを示す斜視図である。図１６は、図１５（ａ）に示した光コネクタの断
面図である。
【００５４】
　各図において、光コネクタ５０は、光ファイバ心線３が組み付けられた心線型ＬＣコネ
クタである。光コネクタ５０は、上記実施形態におけるリアハウジング８に代えて、リア
ハウジング５１を備えている。光コネクタ５０は、上記実施形態における外被押さえ部材
９及び固定部材１０を備えていない。
【００５５】
　リアハウジング５１の前端部には、図１７に示すように、上記のリアハウジング８と同
様に、バネ１８を支持する４つの支持突部１９が設けられている。リアハウジング５１の
後部には、筒状部５２が設けられている。筒状部５２には、図１５及び図１６に示すよう
に、補強チューブ３１が取り付けられたブーツ１１が装着されている。
【００５６】
　このような光コネクタ５０を組み立てるときは、まず図１８（ａ）に示すように、前か
ら融着保護スリーブ１５、バネ１８が付いたリアハウジング５１、補強チューブ３１が付
いたブーツ１１を順に並べ、これらの部品に後側から光ファイバ心線３を通す。続いて、
図１８（ｂ）に示すように、上記実施形態と同様にして、フェルール部材６のフェルール
本体１３に柄付きダストキャップ１６Ａを装着した後、フェルール部材６に保持された内
蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３とを融着接続する。そして、図１８（ｃ）に示すよう
に、内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３との融着接続部Ｓの位置まで融着保護スリーブ
１５を移動させ、その状態で融着保護スリーブ１５を加熱収縮する。
【００５７】
　続いて、図１９（ａ）に示すように、プラグハウジング７を用意する。そして、図１９
（ｂ）に示すように、プラグハウジング７に柄付きダストキャップ１６Ａを通して、プラ
グハウジング７をリアハウジング５１に組み付ける。続いて、図１９（ｃ）に示すように
、柄付きダストキャップ１６Ａの柄部１６ａを指で切る。以上により、図１５（ａ）に示
すような光コネクタ５０が完成する。
【００５８】
　図２０は、本発明に係わる光コネクタの組立方法の一実施形態により組み立てられた更
に他の光コネクタを示す斜視図である。図２１は、図２０（ａ）に示した光コネクタの断
面図である。
【００５９】
　各図において、光コネクタ６０は、光ファイバ心線３が組み付けられた心線型ＳＣコネ
クタである。光コネクタ６０は、上記実施形態におけるリアハウジング４２に代えて、リ
アハウジング６１を備えている。光コネクタ６０は、上記実施形態における外被押さえ部
材９及び固定部材１０を備えていない。
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【００６０】
　リアハウジング６１の前端部には、上記のリアハウジング４２と同様に、バネ１８を支
持する４つの支持突部１９が設けられている。リアハウジング６１の後部には、ブーツ１
１が装着される筒状部６２が設けられている。
【００６１】
　このような光コネクタ６０を組み立てるときは、図２２（ａ）に示すように、フェルー
ル部材６のフェルール本体１３に柄付きダストキャップ１６Ａを装着すると共に、融着保
護スリーブ１５、バネ１８が付いたリアハウジング４２、補強チューブ３１が付いたブー
ツ１１に後側から光ファイバ心線３を通す。そして、その状態で、上記実施形態と同様に
して、フェルール部材６に保持された内蔵ファイバ１２と光コード２の光ファイバ心線３
とを融着接続した後、内蔵ファイバ１２と光ファイバ心線３との融着接続部Ｓを融着保護
スリーブ１５により補強する。
【００６２】
　続いて、図２２（ｂ）に示すように、プラグハウジング４１に柄付きダストキャップ１
６Ａを通して、プラグハウジング４１をリアハウジング６１に組み付ける。そして、図２
２（ｃ）に示すように、プラグハウジング４１及びリアハウジング６１にツマミ４３を組
み付けた後、柄付きダストキャップ１６Ａの柄部１６ａを指で切る。以上により、図２０
（ａ）に示すような光コネクタ６０が完成する。
【符号の説明】
【００６３】
　１…光コネクタ、３…光ファイバ心線、６…フェルール部材、７…プラグハウジング（
第１ハウジング）、８…リアハウジング（第２ハウジング）、１２…内蔵ファイバ、１３
…フェルール本体、１６…ダストキャップ（保護キャップ）、１６Ａ…柄付きダストキャ
ップ（保護キャップ）、１６ａ…柄部、４０…光コネクタ、４１…プラグハウジング（第
１ハウジング）、４２…リアハウジング（第２ハウジング）、５０…光コネクタ、５１…
リアハウジング（第２ハウジング）、６０…光コネクタ、６１…リアハウジング（第２ハ
ウジング）、Ｓ…融着接続部。
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